


































ている。各学年 16 から 17 ほどの題材が設定されており、小学１年生から６年生までを考える
と 100 近い題材を扱うこととなる。版画を例に挙げてみると、「紙版画」「スチレン版画」「一
版一色版画」「一版多色版画」「掘り進み版画」と多様な題材があり、正直 15 回の授業でも版
画全てを指導することは難しい。また、図工科では様々な道具や材料を扱う必要があり、描画
材だけを見てみても、クレヨン、パス、コンテ、ペン、水彩絵具、アクリル絵の具、墨汁等、
子どもたちが６年間で扱う道具や材料の数は 100 種類をくだらない。
　つまり、本気で図工科の全てを学生たちに教授するには、大学の授業では全くと言っていい
ほど時間が足りず、筆者は図工科を包括的な視野で俯瞰し、将来学生たちが教壇へと立った際、
最低限必要とされる最重要事項のみを断片的に拾い上げ、限られた時間内で断片化した指導す
るしか方法がないのである。また、このことは図画工作科教育法に限ったことではなく、全て
の各教科の指導法、そして全ての科目に共通する問題であると筆者は考える。毎年シラバス作
成の時期には、この問題を少しでも解決すべく、頭を悩ませながら授業を再構築するも、未だ
（8）
に確固としたシラバス完成に至っていないのが正直なところである。
学びのデフラグ（最適化）
　それでは、この断片化した学びを、学生たちは自身の学びとしてどれだけ最適化しているだ
ろうか。つまり連関性のある学びとして、点在した学びを繋ぎ合わせ、自己の学びとして断続
的に配置することができているだろうか。
　少なからず、学生たちの断片化された学びが最適化される機会がある。それは小学校教育実
習である。実習後の学生たちの姿勢には毎年目を見張るものがある。表情、言葉遣い、受け答
え、仕草等、本当に４週間前と同一人物かと見間違うほどの成長を感じる。その背景には、確
固としたエビデンスが存在しており、それはこれまで大学で断片化していた学びが、多くの経
験によって連関のある学びとして最適化されたからである。学生たちは、自ら主体的にデフラ
グを実施したというよりも、学校現場の日々変化する状況や、教育を巡る環境の変化にうまく
適応する必要があったため、無意識のうちに断片化した学びを自らの思考の中で断続的に配置
し直しながら、自らの思考を整理し、児童・教員に対して瞬時に反応できるよう学びを最適化
したのだと推測する。しかし、残念なことに、この最適化した学びも、時間の経過とともに分
断化され、いつの間にか実習前の「断片化大学生」に元通りとなるケースが多いようにも感じ
る。
　つまり、我々人間には、自動的なデフラグ機能が備わっていないため、日々蓄積され続ける
断片化した学びを意識して整理しない限り、断片化が進む一方である。すると次第に、思考に
連続性がなくなり、自分が何を考えているのか、考えようとしているのかさえも理解できない
状態に陥る可能性もある。
おわりに
　「令和」という新しい時代を迎え、更なるテクノロジーの発達やグローバル化により、社会
変化が加速度的に躍進する昨今では、我々が抱えきれないほどの情報が溢れ、その全てを処理
することは不可能に近い。そのため、その情報が自己に必要かどうかを一つひとつ検証しなが
ら取捨選択する必要がある。検証するには、情報の断片化を認識するため、まず判断する基準
となる自己の「ものさし」が必要となる。「ものさし」は、連関のある直線的な経験を蓄積す
ることで次第に正確な数値が刻まれたものとなり、その都度「ものさし」を活用しながら情報
を選択し、断片化された情報を自己の学びに合わせて断続的に配置し直し、学びは最適化され
たものへと変容していく。さらに、情報が整理されると効率的な学びを実践することができ、
より深い学びに身を沈めることが可能となろう。情報は「断片化」が増えることはあるが減る
ことはない。時には意図的に情報を遮断し、一度しっかりと立ち止まりながら、自己の学びを
整理しながら最適化する時間が必要ではないだろうか。
